




急速に進展する人口減少や少子高齢化を背景に、地域経済や活力の低下が懸念される中、地
域の持続的な発展を目指して、シティプロモーションに注力する地方自治体が増加しています。
シティプロモーションは、地域再生、観光振興、住民協働など様々な概念が含まれ、多方面

に広がっていく能動的な活動です。シティプロモーションの成功には、誰に向けてどのような
プロモーションを展開していくのか、ターゲットを明確化することが重要です。
そして、地域が有する特性や特長、取り巻く状況や事情を理解し、シティプロモーションの

効果を最大限に発揮できる分野を見つけ出すことが不可欠です。
こうした点に留意しながら、港区に相応しいシティプロモーションを展開する必要がありま

す。

シティプロモーションは、区民、企業、行政等が協力しながら、地域の魅力やブランドを発
信することで、そのまちへの関心と憧れを喚起し、このまちで「暮らしたい」、「働きたい」、「学
びたい」、「遊びにいきたい」といった意欲をかきたて、転入者や企業の誘致、観光客など来訪
者の増加により地域を活性化することで、区民の地域への誇りや愛着、帰属意識（アイデンティ
ティ）、住み続けたいという想いを育んでいく取組です。
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第１章港区が展開するシティプロモーション



① 訪日外国人旅行者等の増加
平成 27年（2015 年）の訪日外国人旅行者数（推計値）は、前年比 47.1％増の 1,973 万 7

千人となり過去最多を更新するとともに、統計が開始された昭和 39年（1964 年）以降、過
去最大の前年比伸び率を記録しました。
また、平成 26 年（2014 年）の訪都旅行者統計においても、訪都外国人旅行者数が前年比

30.3％増の約 887 万人と過去最多を記録し、訪都日本人旅行者と合わせ、東京都を訪れた旅
行者は年間約 5 億 1,487 万人に及びます。訪都旅行者が都内で消費した金額は約 5.6 兆円（前
年比 5.8％増）であり、その観光消費額が都内経済に及ぼす生産波及効果は約 12.0 兆円（前
年比 6.0％増）と過去最高を記録しました。
今後、国際ビジネス交流やＭＩＣＥ 等の拠点の整備など、国家戦略特別区域の取組が進展し、

羽田空港の国際線の発着枠の拡大やリニア中央新幹線などの広域交通の整備、山手線及び日比
谷線への新駅設置、虎ノ門バスターミナルをはじめとするＢＲＴ（バス高速輸送システム）計
画、臨海副都心での新たな客船ターミナルの整備など、東京・日本の玄関口、交通結節点とし
ての港区の役割の高まりと相俟って、国内外から港区を訪れる旅行者は増加することが予想さ
れます。

〈訪日外国人数の推移〉
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《参考》 港区を巡る主な動き

3

② 世界最大級のスポーツの祭典「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会」の開催
平成 31年（2019 年）にはラグビーワールドカップ 2019 が、平成 32 年（2020 年）には

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されます。
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会では、お台場海浜公園がトライアスロン

等の競技会場となり、さらに新国立競技場など中心会場や選手村からのアクセス圏内となる港
区は、世界的な大会の熱気を感じられる中心地として国内外から注目され、多くの人が港区を
来訪することが予想されます。

③ 港区政 70周年の節目
港区は、昭和 22 年（1947 年）３月 15 日に、旧芝区、旧麻布区及び旧赤坂区の３区統合

により誕生し、平成 29年（2017 年）３月 15日に 70周年の節目を迎えます。
区政 70周年を、区民とともに喜びを分かち合い、先人から受け継ぎ、守ってきた歴史と伝

統ある港区（Old）と、未来を見据えより魅力的な都市に発展していく港区（& New）を、誇
りと愛着を込めて国内外に発信していく契機とします。



港区には、台場、青山、六本木、汐留、麻布十番といった人気のスポットがあり、三田、赤
坂、高輪、新橋、芝浦などの個性豊かな街並みが形成され、個々に眩い魅力を放っています。
また、大使館や大学、メディア、大企業などが集い、全国に例のない独自の都市活動が育まれ
ているとともに、風情ある坂道、運河や東京港などの水辺空間、広大な緑地、歴史的建造物、
高層ビル群といった変化に富んだ特徴ある景観に加え、明治神宮外苑、迎賓館、東京タワーな
ど首都東京のシンボルが存在しています。さらに、ラグビーの聖地「秩父宮ラグビー場」や東
京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会のトライアスロン等の競技会場「お台場海浜
公園」、国際的に知名度の高い歴史的・文化的資源や先進的なアートに触れられる美術館があり、
人情味あふれる商店街等がにぎわいを創出する都市でもあります。
こうした港区が有する資源や実力、さらには区民や企業・団体等の取組、行政の施策の成果

を背景とした多彩な港区（MINATO CITY）の魅力やブランドを戦略的にプロモーション展開
していくにあたり、以下の３点を基本姿勢として掲げます。

前述のとおり、シティプロモーションは、地域活性化を通じて、区民の地域への愛着や誇り
を醸成していくことを最終的な目標に据えた取組ですが、直接的なプロモーションの対象（ター
ゲット）は、当該自治体の状況や事情により異なります。ターゲットは、「転入者の誘致」、「企
業の誘致」及び「観光客の誘致」の大きく３つに分類されます。
港区の場合、全国的な人口減少局面にある中、港区まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成

28年３月）における「港区人口ビジョン」では、平成 48 年（2036 年）まで人口は増え続け、
30 万人に達すると推計されています。また、港区には大企業、外国企業、ブランド企業が集
積し、国際的な経済活動の拠点形成を促進する国家戦略特区の進展などを背景に、より一層、
この傾向は強まっていくと考えられます。
一方、陸海空のゲートウェイであり、豊富な観光資源、都内最多のホテル客室数、飲食店数

を誇るにもかかわらず、観光客の増加が地域での消費に結び付いていないという声は多く、港
区景況調査からも、小売業・飲食業の業況の厳しさが読み取れます。
また、地域経済に対する大きな波及効果が期待できる観光客の誘致競争が激化する中で、国

Ⅰ　港区の魅力やブランドを、日々の区民や企業の取組、行政施策の着実な実行に
より支えていくこと。

Ⅱ　港区の実像を正確に発信し、良好な都市イメージを形成し、定着させていくこと。
Ⅲ　区民等の誇りや愛着（シビックプライド）の醸成に繋げ、港区の魅力とブラン

ドが更に磨かれていく好循環を創り出すこと。
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内外の有力な観光都市では、都市を象徴するイメージの確立と訴求力の高いイメージ戦略を展
開しており、都心の恵まれた環境にある港区も安穏とできる状況にはありません。
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催、羽田空港国際線の発着枠拡大、

山手線及び日比谷線への新駅設置、リニア中央新幹線の開業などにより、今後、港区は必然的
に国内外から注目を集めることになります。
この好機を捉え、港区の魅力やブランドを国内外に広く発信し、世界中から人を呼び込み、

区内での回遊と消費を促し、地域を活性化させる地域振興施策としてシティプロモーションを
位置付け、観光客の誘致を基軸としたプロモーションを展開します。
今回策定する「港区シティプロモーション戦略」により、港区の都市イメージを効果的かつ

効率的に発信し、国内外で港区への関心や憧れを喚起し、港区への理解と信頼を高め、「観光
客に選ばれ続ける都市」としての評価とポジションを確立するとともに、区民等の誇りや愛着
（シビックプライド）がより一層醸成される好循環を創り出します。

〈シティプロモーションの基本姿勢と戦略の狙い〉

5



港区は、安定した行財政運営の下、港区基本計画及び個別計画に掲げた施策を、参画と協働
を基本姿勢に着実に実施するとともに、時代に即した行政需要に柔軟に対応し、質の高いサー
ビスを提供しています。シティプロモーションは、こうした取組を土台として成り立ち、港区
の魅力やブランドは、こうした取組の結晶といえます。
港区の魅力発信に関しては、港区基本計画（平成 27年３月）において、「国内外に向けた

戦略的なシティプロモーションの推進」を掲げ、重点課題に位置付けました。また、第２次港
区観光振興ビジョン後期計画（平成 27年３月）においても、「効果的観光プロモーションの
実施」を、「世界的な観光都市としての環境づくり」、「観光資源の発掘・活用と観光ルートの
創出」及び「安全・安心で快適な港区観光の実現」とともに重点施策として掲げています。
この「港区シティプロモーション戦略」は、観光振興ビジョンに掲げる重点施策「効果的観

光プロモーションの実施」を新たな切り口で具体化し、多様な要素から成る港区の都市イメー
ジを、観光都市としての魅力とブランドを支える多様な主体が共有し、港区の力を結集してシ
ティプロモーションに取り組むための拠り所として策定します。
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シティプロモーション戦略の策定にあたり、主に全国（20政令指定都市）比較及び東京 23
区比較から見た港区の立ち位置（ポジショニング）について分析しました。
分析にあたっては、国勢調査や経済センサス等の既存の公的な統計データを用いた比較を行

うとともに、都市の魅力やブランドの構築に欠かすことのできない都市イメージに焦点を当て
たブランド調査による比較を行い、実態とイメージ、両側面から港区の強みと弱みを導出しま
した。
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さらに、実際に港区を訪れた人々の生の声を把握するため、区外住民（日本人）へのＷＥＢ
アンケート（2,020 人）及び外国人観光客への街頭インタビュー（109 人）を行いました。
調査では、港区への来訪目的や選択理由などを把握するとともに、シティプロモーション戦

略に反映していくため、旅行先を選ぶ際のポイント、港区を訪問した際に感じた都市イメージ、
港区への期待のほか、観光客がどのようなきっかけ、手段、経路を用いて港区を知り、調べた
のか、情報接触に関するデータを収集・分析しました。
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こうした調査分析から、他都市との比較において港区は、デザインやセンスの良いまち、国
際交流のまち（大使館数、外国人比率）、ＩＴ・先端技術のまち、生活に便利、快適なまち、
魅力的な商店街や店舗がある、道路や交通の便がよい（駅密度）、泊まりたい宿泊施設がある（ホ
テル客室数）といったイメージ（又は実態）で優位性があることを再認識できます。
一方で、治安（刑法犯認知件数）や環境への配慮、スポーツや歴史・文化、人のよさや優しさ、

おもてなし等の要素に関して、港区の有する資源や実力、さらには区民や企業の取組、行政の
施策の成果がイメージ形成の過程に十分に反映できていない現状やイメージと実態の乖離が確
認できます。
また、区外住民アンケートでは、港区を訪問して実感した交通の便の良さや魅力的な商業施

設、商店街がある、おいしい食べ物があるといった都市要素が、より一層強化すべき要素とし
ても挙げられていることから、ある程度定着しているイメージであっても継続的に強化してい
くことの重要性が認識できます。
さらに、外国人観光客街頭インタビューでは、港区を訪問して実感した都市要素として、多

様性を受け入れるまちであること、地域や店の人が親切であることが挙げられていることか
ら、行政だけでなく区民や企業の取組が都市イメージの形成に大きく寄与していることが伺え
ます。
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これまでの調査分析により明らかになった他都市と比較した港区の強みと弱み、区外住民ア
ンケート及び外国人観光客街頭インタビューから明らかになった観光客が旅行先を選ぶ際に考
慮する都市要素と実際に港区を訪問して感じた都市要素のギャップ、港区が観光客誘致のため
に強化すべき都市要素、そして港区の地域特性、実績、ポテンシャル等を踏まえ、次のとおり
「観光客に選ばれ続ける都市」として発信する都市イメージを導出します。

１.「国内外に開かれ多様性を受け入れる都市」
駐日大使館の半数以上、約 80の大使館が立地し、高

い外国人比率を誇り、外国系企業の本社数が多い港区
は、国際交流のまちというイメージが形成されていま
す。また、区外住民アンケート及び外国人観光客街頭イ
ンタビューにおいて、国際性豊かな都市、国籍や障害、価値観など多様性を受け入れる都市と
実感されています。
こうした国際性や多様性のイメージをさらに強く打ち出した上で、今後強化していく自治体

間連携、バリアフリーやユニバーサルデザインの推進・促進等の取組をアピールする都市イメー
ジを設定します。

２. 「文化芸術の彩りと歴史が息づく都市」
港区は、デザインやセンスの良いまちであると捉えら

れており、また、芸術イベントに参加、観覧するために
来訪する都市というイメージも形成されています。区外
住民アンケート及び外国人観光客街頭インタビューにおいても、まちのデザインやセンスがよ
い都市、美術館、博物館や神社仏閣などがある都市と実感されています。
一方で、地場産業や歴史・文化に関するイメージ形成は乏しいと分析されており、文化芸術

都市としてのイメージをさらに強く打ち出した上で、対外的に伝えきれていない歴史、伝統技
術、地場産業等の魅力をアピールする都市イメージを設定します。

３.「安全で安心できる都市」
安全・安心は、観光客が旅行先を選択する上で考慮す

る都市要素であるものの、港区は、他都市との比較にお
いて、人口あたりの刑法犯認知件数が多く、区外住民ア
ンケートにおいても、港区を訪問した実感として、治安
のよさを挙げた方は少数となっています。
港区の将来に対する期待として、治安や防災、減災の取組が多く挙げられていることからも、

対外的に伝えきれていない安全・安心に取り組む港区の姿勢をアピールする都市イメージを設
定します。
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４.「アクセス性に富んだ便利な都市」
港区は、生活に便利・快適なまち、道路や交通の便

がよいまち、ＩＴ・先端技術のまちというイメージが
形成されています。区外住民アンケート及び外国人観
光客街頭インタビューにおいても、交通の便が良い都
市、あらゆることが便利で快適に過ごすことができる
都市と実感されています。
一方で、外国人観光客からはＷｉ－Ｆｉなど情報通信環境や交通網等の更なる利便性の向上

を期待する声が挙げられていることを踏まえ、便利さと快適さを支える交通ネットワークやＩ
Ｔ先端都市のイメージをさらに強く打ち出し、将来の発展性を含めてアピールする都市イメー
ジを設定します。

５.「街並みの美しさで魅了する都市」
港区は、まちのデザインやセンスのよい都市というイ

メージが形成されているものの、他都市との比較におい
て、人口あたりの都市公園面積が小さく、環境にやさし
いまち、自然が豊かというイメージが乏しいと分析され
ています。区外住民アンケートにおいて、港区の将来に対する期待として、ごみがなくきれい
で、環境に配慮していることが多く挙げられています。
こうしたことから、風格ある都市景観、良好なデザインやセンスに溢れるイメージをさらに

強く打ち出した上で、対外的に伝えきれていない環境配慮、環境美化、緑化等に取り組む港区
の姿勢をアピールする都市イメージを設定します。

６. 「温かい優しさと活気に包まれる都市」
港区は、魅力的な商業施設や商店街、泊まりたい宿泊

施設がある都市というイメージが形成されています。区
外住民アンケート及び外国人観光客街頭インタビュー
においても、おいしい食べ物がある都市、魅力的なイベ
ント・祭が開催されている都市と実感されています。一
方で、人のよさや優しさ、おもてなしがよいというイメージが乏しく、区外住民アンケートに
おいても、港区を訪問した実感として、おもてなしのよさを挙げた方は少数となっています。
また、スポーツの参加、観戦が楽しめるまちというイメージが乏しいとも分析されています。
こうしたことから、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の中心エリアとして、

商業施設・宿泊施設が充実しているイメージをさらに強く打ち出した上で、対外的に伝えきれ
ていない商店街等のおもてなし、スポーツ振興等の取組をアピールする都市イメージを設定し
ます。

６つの都市イメージは、港区（MINATO CITY）の多彩な魅力やブランドを直感的に感じ
取れるよう、総合的かつ同時に発信するとともに、プロモーションの主体や目的、個々の
地区や地域の特性などに応じ、適した都市イメージを選択して、又は、複数を有機的に結
び付けて発信します。
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